
12218　植調　Vol.51, No.4(2017)

連載・雑草のよもやま

森田　弘彦

（公財）日本植物調節剤研究協会
技術顧問

その昔に，国中の植物が木と草に分かれて戦争をしたこと
があったそうで，その様子が江戸時代に「草木太平記」とし
て刊行され，これが 1926 年に有朋堂文庫の一冊，「御伽草紙」
の中の一編として活字化された。校訂者の藤井紫影氏は「御
伽草紙」の「緒言」でこの物語を以下のように要約した。
  　吉野の里近き一むら薄，八重櫻の花の姿を籬の隙に見そめしよ

り，色深き戀となり，小萩を仲立として言ひ寄り，いつしか花の
下紐打解けて，草の枕をとりかはしたるに，梅聞きて大に怒り，
薄が野邊に火をかけて焼き拂はんと，一味の木の勢を催せば，薄
も草の一類を集めて相戰ひ，互に勝敗ありしが，楠の木の加勢に
薄敗北して，はら一文字に掻切つて淺茅が原の露と消えにしかば，
櫻は花の衣を改めて墨染となり菩提を弔ひしとなり。
八重桜に恋焦がれたススキが思いあぐねているところに小

萩が手を差し伸べた。ハギがススキの側に立って恋の仲立ち
をしたのは，万葉集で山上憶良が秋の七種（草）の筆頭にし
て以来，ハギを草と扱ってきた経緯があると思われるが，こ
れが低木であることから木に話を通じやすいとみられたのか
もしれない（ヤマブキ，ボタン，アジサイなども「草」にく
みした）。とにかく，ススキは 2 度にわたって無視された八
重桜から，ハギのおかげでようやく下記の色よい返事を得て
想いを果たした（図 -1）。

　いろいろに花のたつみはつらけれど今はしのぶの草結びせん
ウメが大いに怒ったのは，八重桜とは「・・・梅のかをる

大將に匂も深く相馴れて候へば・・」との関係にあったから
で，ススキに対しては逆恨みといえる。ともあれ，ススキは
草の本拠地武蔵野で同志を募って梅に率いられる木軍に立ち
向かうが，主戦場はどうやら京の都であったらしい。物語には，
たくさんの植物名が登場するが，それらは戦士としての場合
と掛け言葉や洒落を含めた修飾語としての場合がある。例え
ば，木軍の大将ウメや草軍のオミナエシはもちろん戦士で，
彼らのいでたちの解説にも植物名がちりばめられた。
  　ウメ：楊梅桃李の腹巻に，梅のこだちを結んでさげ，紅梅月毛

の馬に乗り，素槍おつとり出でられたり。
  　オミナエシ：忍ぶ文字摺たかにとつて付け，ゑんどうの弓を

横たへ，黑駒に菫の手綱をかけられたり。
とにかく天下分け目の合戦で，全国の松，桜や紅葉の名所

から銘木の類はもちろん，宇治の茶園のチャの木などもこ
ぞって木軍に合流し，一方，セリ，ナズナの春の七草を筆頭に，

「われわれ潮瀬に年をふるとても，流れは同じ草なれば・・・」

と藻塩草，つまり海藻までもが草軍に加わった（表 -1）。アサ
ガオ・ヒルガオ・ユウガオのつる草が，テイカカヅラ・ツタ・
サネカヅラなど藤本を従えた老松大将に挑んでかなわず，「同
じ枕に討死にして夕顔の露とぞ消えにける」となる。渡来が
明治時代以降とされるヨルガオは，さすがにこの合戦には出
てこない。

戦局は次のように草軍の優勢で進んでいたようである。
  　さる程に草は綠の色をかがやかし，花（木）の袖をくさりつれ，

敵の城を圍むこと七重八重に籬をゆふが如くなり。
木軍の劣勢を挽回したのは楠木 ( くすのき ) の活躍で，こ

の木のみ「楠木正成」という鎌倉時代から南北朝時代に実在
した武将の人名で出てくる。
  　若き葉武者を百きばかり従へ，思ひもよらぬ敵の後より鬨を

どつとつくりかけ，草の陣へ割って入る。・・古木どもは是に
力を得，再び花さく心地して，われもわれもと立ち返りここを
せんどと戦ひける。
これを転機に木軍が主導権を握り，その結果草軍は劣勢に陥

り，「もはやこれまで」と打って出たススキは自害して果てる。
  　無慚や薄は花籠の花の如く穂をいづべきやうもなし。今はこ

れまでとや思ひけん，跡とひ給へ刈萱の道心ばらといふさまに，
はら一文字に搔き切って，淺茅が原の露とぞ消えにける。
クスノキの大活躍があっての木軍の勝利であるが，合戦が

長引いて秋から冬にかかれば，草にとっては勢いの尽きるこ
と，自明であったろう。冒頭にあるように，八重桜は「墨染

《第9回》

―御伽草子の世界―

図 -1　「木」と「草」の合戦をめぐる相関図
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め桜」となって出家し，物語は終わる。
「草木太平記」には実に多種多様な草木の名前が登場し，戦

士としての場合はもとより修飾語として使う場合にも，それぞ
れの植物の特徴がうまくつながっているので，この作者は当時
の植物に関して豊富な知識を持っていたに違いない。

物語にはウメやボタンを筆頭に多くの渡来種が登場する。
中でも，草軍のホウセンカはインド方面の原産とされ，室
町時代中期には日本の書物に登場するそうで，江戸時代に
は観賞用としてのほか，「魚の肉の如き物を煮るに，子（種
子）を数粒入れば，やはらかになる。魚の骨ののんどにた
ちたるに此実を服すれば，しるしあり。（貝原益軒　「花彙」　
1694，八坂書房　1973 版）」との用途もあり，また，常陸
国土浦藩の町方が幕府からの依頼に応えて産物を調査・記
録した中にも「本うセんく王（ホウセンクワ）（須田直之　

「250 年前の植物群像　享保 20 年内田家文書「日記」より」　
2005）」とある。新潟県中越地方のむかし話で，「継母に疎
まれ，桶に入れられて山奥に埋められる姉に，妹がホウセン
カの種子を渡して桶の穴から落とさせ，庭にその花の咲くの
を見計らって山道の花をたどり，姉を助け出す。（お玉とお
次　〔水沢謙一　おばばの昔ばなし〕，1976）」という役割も
演じた。渡来種のホウセンカが，草軍に参じるほどに植物仲
間や日本の人々に十分になじんでいたことがわかる。

人間の姿をした植物の活躍を描く物語は日本には結構あっ
たそうで，Web 検索ではいくつかの関連する論文も出て来
る。「草木太平記」は末尾で，以下のように「人間にたがふ
こと一つもなし」と訴えている（【　】内が擬人化）。
  　「種を蒔きそめしより芽【目】をひらき，同じく花に匂ひを

とどめ，口なしといへども葉【歯】もはえ，聲なしといへども
一節【曲調】あり，耳なしといへども物をきくらげの耳がまし
き【聞く】をば初めとして，手には手柏あり，おのれおのれに
股もあれば，おほぢのふぐりも下がれり，欲なしといへども物
をみどり【看取り】にする縁も備はり・・」

草が木に無念の敗北を喫してから幾星霜経過したのかわか
らないが，人々と雑草との戦はさらに続くので，山形県の南
部にあるという草木供養塔にならって，「草魂慰霊碑」を考
える時期なのかもしれない。

表-1　草・木軍の主要な参戦者名簿
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